
ElseLasker-Schblerの詩

宇 京 早

表現主義の詩人たちの運命は ｢恐ろしい意識の裡に,何の予感も持たぬ絶望的な人類

の真只中に生きねばならぬことであった｣｡1)それ故に,彼らの詩は ｢ひとつの時代の叫

喚と落下と憧憶をかつてないほど高らかに,引き裂 き揺さぶるように鳴り響かせた｣2)

のである｡こうした詩人の生の状態と詩の現実において,ElseLasker-Schtilerは1910

年よりもはるか以前に表現主義の世界を先取りしていた｡

1902年に刊行された処女詩集 『冥府の河』 では,早くも ｢世界の終末｣ と題して,

｢すすり泣きが広がる/まるで神 さまがお亡くなりになったよう/鉛の影が低く垂れ /

墓石のように重く被さる｣3)とうたわれている｡そこでは,｢星たちも孤独の考薩から/

恐ろしく色禎せて逃げ去り/真夜中の黒い目が/凝視しながら-歩一歩迫り来る｣4)

暗闇が広がる｡ こうした没落的風景の中で,詩人の生は ｢まるで墓の夜に横たわり/真

夜中の恐怖の中で死んでしまったよう｣5) に感じられる｡ もはや生きる究極の目的など

見出せない詩人は,｢この死のうら寂しい時に/私は二度と自分を見出せない｣6),｢一

体, この死の街で何をすべきでしょう｣7) と悲嘆している｡Lasker-Schiilerにおける

世界喪失の悲惨な体験は, ほぼ10年後には更に暗くうたわれることになった｡例えば

Heym は ｢色毎せゆく空の彼方に星たちは/二つ三つと隔たり行き/僕らの道はただ暗

く,柳は/悲哀に屈み広き影を落す｣8)と ｢生の影｣を措いている｡ また,Lichtenstein

も,｢僕の運命は半分の手にのっている/何処に落ちるのだろう/‥….夕暮れはあらゆ

る夢を台無しにする｣9)と ｢世界の黄昏｣を訴えている｡

20世紀初頭の詩人たちを一様に襲ったこの生の喪失と世界没落の危機感は,Laskef-

Schiilerの場合,まず愛-の耽溺において克服されようとした｡｢そうだ,私の魂は死
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の重圧を/夜の夢魔を食べてしまおう｣10)と決意する詩人は,愛の陶酔と燃える生命力の

中で生の困苦を忘却したいと考えた｡｢愛する人の肉に自分を埋めたい｣11),或いは｢血潮

の吹き出す赤 /黄金の昼を/春の血を/私の硬直した心/仮死の状態-注いで欲しい｣12)

と訴える彼女は,｢鎖から身を引きちぎるほどの快楽｣18)の中で生の痛みが消え去るのを

願った｡｢燃え上がる生命力｣,｢制御できない感情｣,｢火の情欲｣,｢送る水流｣ などは

現実の苦悩から彼女を快惚境-と導く容易な現実逃避の手段であった｡この意図から,

｢ェロチックな過熱の吐息｣14)とか,｢従来の恋愛詩の典型を打ち破るほどの熱狂的エロ

チシズム｣15) と評される詩が多数作られた｡そして,これらの詩では内容に相応した表

現方法が試みられている｡例えば,大胆な語結合と多数の新造語,複数名詞や巨大数字

の多用による誇張表現,そして色彩 ･音響 ･触覚を駆使した感覚描写,動詞と現在分詞

による力動性,更に擬人化などが注目される｡詩集 『冥府の河』にみられるこれらの形

式特徴は,その後 Heym におけるヴィジョンの羅列と類推による語結合に,また Stadler

の場合の動詞化表現-と引き継がれていった｡

しかし,愛に陶酔する詩人はやがて罪悪感を覚え始めた｡｢快楽はあらゆる地獄を滑

走する｣16) と彼女は述べている｡｢夜を紡径う鬼火のように/休みなく燃え続ける｣｡17)

詩人は,まさに ｢呪われた存在｣に他ならない｡愛-の耽溺は彼女が自己の生の充溢を

図って設定した最初の自己欺晴であった｡ しかし,｢私の冬の外套の下に/春を感じた

ということ/私の死の静寂の中に/春を認めたということ/それは真実ではなく,悲哀

です｣18) と語る時,彼女はその欺晴性に冷やかに目覚めていた｡｢私の脈は血を炎に変

えました/しかし,周囲は依然として灰色で冷たかったのです｣19) と認めてもいる｡そ

れ故に,詩人はついに詩 ｢世界苦｣から｢私は自己の燃焼力を信じていた｣という一行

を削除せざるをえなくなったのである｡Lasker-Schiilerにおける愛の陶酔は,Heym に

おける革命や戦争の興奮と全く同じ意味をもっていた｡破壊の陶酔と熱狂の中で,現寒

の苦悩は一瞬忘却されるであろう｡しかし,それらは所詮 ｢行為と生の哀れな代用品｣20)

10) GW I,67."Vergeltung"
ll) GW I,S.39."Chaos"
12) GW I,S.41."Lenzlied"
13) GW I,S.19."Trieb"
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20.Jahrhundert.Bd.I.Hrsg.vonOttoMannu.WolfgangRothe･Bernu･Mtinchen
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1971,S.116.
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に過ぎないのである｡ こうして,官能的な愛-の耽溺が否定された時,詩人は明らかに

Stadlefと正反対の進路をとることになった｡ 即ち,Stadlefの場合,愛の陶酔に伴う生

の充溢感情は世界の万物-彼を投入させる徹底した現実指向となり,世界歓喜に直結し

たのである｡

Lasker-Schtilerの現実逃避の願望は,今や自由な空想の広がりの中で童話的世界を展

開させる｡そこでは,｢市井の民｣ のごとく年齢を重ねることもなく,彼女は永遠に子

供のままでいられる｡21) 或いは,彼女は容易に童話の主人公にもなれるのである｡自ら

を "JussurYonTheben"或いは "TinoYonBagdad"などと称する詩人は,友人たち

をも架空の人物に変貌させている｡ この変貌の遊戯は現実からの容易でしかも愉快な逃

避である｡｢私は遊戯が可能となるように,胸の奥に秘めた憧憶に応じてすべての人に

独自の衣裳を纏わせてみたいのです｣22) と彼女は語っている｡ 勿論,現実逃避としての

この遊戯は真剣に実行される必要があった｡ それ故に,"Joseph" に変装した詩人は,

詩作品においても "Joseph" として振舞い,更に彼の運命を自己の運命と同一視して,

｢私の兄弟が私を売り飛ばしたのです｣23) と述べている｡

この変貌の遊戯の他に,自己を小児的存在と化して不条理の世界に遊ぶいわゆる ｢隠

れんぼ｣そして,魔術によって奇妙な錯覚を招く｢トリック遊び｣などが試みられてい

る｡24) マニエリスムの特徴をもつこれらの遊戯は,詩人が自己を救うために考え出した

現実逃避の手段であった｡｢非常 に深刻な苦しみの中で自分をテ-ベの王子-と高め

た｣25)詩人は,｢テイル･オイレンシュピーゲルの遊戯によって自分を救う｣26)意志を表

わしている｡ そして,｢私は苦しくなると,自分の不安と遊ぶのです｣27) という彼女の

言葉は,Lichtenstein の ｢悲哀が絶望に進行すると,グロテスクにならざるをえない｡

冗談に生き延びねばならない｣28) という発言を想起させる｡ 即ち,詩人のマニエリスム

21) 詩人は年齢に関して様々に答えている｡例えば,｢私は17歳でも70歳でもあり

ません.時計も時間ももたないのです｣ [Schmid,Michael(Hrsg･):Lasker-Schdler･Ein

Buckzum 100.GeburtstagderDichterin.W■uppeftal(PeterHammer)1969,S.9],｢私は

16歳 になりました｣ [Lasker-Schiler,Else:DichtungenundDokumente･Mtinchen

(Kbsel)1951.(以下,DD と略す),S･554]或いは,｢私は18歳と2000歳です｣ DD,

S.597]｡

22) Lasker-Schiller,Else:BriefeanKarlKraus.K61nu.Berlin(Kiepenheuer&Witsch)

1959,S.39.
23) Lasker-Schiller,Else:GesammelteWerke.Bd.II:ProsaundSchauspiele.Mtinchen
(K6sel)1962(以下,GW IIと略す),S.150･

24) Vgl.da2:uKoch,Angelika:DieBedeutungdesSpielsbeiElseLasker-Schiller,
Bonn (Bouvier)1971.Lasker-Schtilerにおける Spielが Versteckspiel,Trickspiel.

1iebesspiel,Schauspielの四つに分類されている｡

25) GW■ⅠⅠ,S.534f.
26) GW II,S.348.
27) GW II,S.322.
28) Lichtenstein,Alfred:GesammelteProsa.Ziirich(Arche)1966,S.61.
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的遊戯は,Lichtensteinのグロテスクと同じく,生の喪失の限りない苦悩から生じてい

る｡実際,Lasker-Schtllerの場合,遊戯の最中にあってなお,｢どんな野蛮な人間でも

動揺させずにはおかない不安｣29)が渦巻いていたのである｡

深刻な生の困苦から,詩人は ｢まるで原苦 (Urangst)の灰色の夜に仔んでいるようで

す｣30) と語っている｡この時,彼女の苦悩は血を潮って彼女の民族の悲運と重なったの

である｡｢八つの運命が私たちの血から増殖し/私たちの天の背後で待ち伏せる/四つ

の運命は夕焼けの中で私たちを困惑させ/残る四つの運命は私たちから朝焼けを奪い/

私たちの上に飢えの苦しみ/心の苦しみ,そして死をもたら.した｣｡31)これが彼女の民族

の悲惨な ｢年代記｣である｡そして,自己の生を ｢見捨てられた存在の最後のニュアン

ス｣32) と感ずる詩人は,｢自らの血の中を泳ぐ小鳩｣ として ｢生から生-と,氷の時が

過ぎた/- ･自分の千年を思い出す｣83)のである｡確かに,彼女の内部を支配していた

ものは,｢幾千年もの流転と灰色の屈辱とを耐え忍んで来た疲れ果てた血｣糾) に他なら

なかった｡そして,詩集 『献呈』 を ｢追放され世界に分散した友人たちに｣捧げる詩

人は,自分が明らかに Diasporaの一人であることを感じていた｡

｢原苦｣の意識の下で ｢家に帰ることができれば- 私は何処に行くべきでしょう｣85)

と詩人が自問する時,帰り行く先は唯一つ彼女の血に廼る根源的世界であろう｡詩 ｢世

界からの遁走｣では,｢果てしないものの中-/私の所-戻って行こう/･-逃げよう,

私の中-｣とうたわれている｡今や,彼女は現実と訣別し,自己の血を潮る遠い世界-旅

立つのである｡｢恐らく帰りが遅すぎたのだろう｣ と反省する詩人は,原初からの自己

の生の流転を次のように回想している｡｢岩が朽ちて/私は岩から生まれ/私の神のうた

をうたう/急に逆落しになり/一途に私の中を流れ落ち/遠く一人欺きの石を渡る｣｡36)

それ故に,｢自己の血潮をかもす泉から別れて/遠く連れ去られて来た｣彼女は,自己

の根源として ｢岩｣,即ち,｢何人もそこから彼女を引き離すことのできない｣ ｢揺ぎな

き岩,エホバの骨格｣37) を憧憶するのである｡

しかし,それと同時に彼女の根源はェルサレムでもあった｡詩人のエルサレム-の憧

憶は終始強く,｢私は死んで/‥….世界空間の中で飛び散ります/---私の魂はエルサ

レムの/夕暮れの色合いに燃え尽きます｣38) と訴えている｡また,根源-の回帰をうた

った詩 ｢世界からの遁走｣は,とりわけイスラエルの太古の神秘的な言語で書かれてい
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た.39)

そして,更に注目すべきことに,詩人は故郷としてエルサレム以外にェジブトをも考

えていた｡出生の地を ｢ェジブトのテ-ベ｣40) と記した彼女は,詩 ｢郷愁｣の中で ｢私

はいつもファラオの森を追憶しなければなりません｣ と述べている｡ また,｢私は象形

文字です｣41) と断言する彼女の ｢あらゆる追憶を越えて/..….ピラミッドが昇る｣42) の

である｡

このように,詩人の根源は ｢エホバの骨格｣でもあり,｢エルサレム｣,そして ｢エジ

プト｣ でもある｡ この三つの根源の呈示に,｢あらゆる時代の背後に目的がある｣とい

う彼女の言葉を加え,まさに謎解きのような考察を行う時,そこには詩人の帰り着く究

極の目的として ｢旧約聖書の世界｣が浮かび上がって来る｡彼女の詩には聖書からの引
用がしばしば見受けられる｡ それどころか,詩人は自己の生前の時として,明確に ｢聖

書の時代｣ (Bibelzeit)を指摘しているのである｡43)

詩人は ｢あらゆる追憶を通り抜け｣,44) 自己の根源である ｢聖書の世界｣-と帰り行

く｡ それは,彼女が ｢かつて一度,生まれる以前に存在したことのある｣45)｢楽園｣に

他ならない｡従って,根源-の帰還は ｢かつてバラの楽園を追われた者｣,46) そして今

｢天使が玄関に休らぐ街を/あらゆる土地に捜している｣47)者が再び楽園を構築するこ

とに直結する｡詩人によれば,｢不安が最初の二人の人間を襲い……私たちの世界が神

との均衡から脱落する迄は,全世界は楽園であった｡即ち,神との均衡が失われて以来,

不安に満ちた暗闇が生じたのである｣｡48)それ故に,彼女が今や構築する楽園は ｢根源

的光明｣の中で神と人間との均衡が保たれた ｢原初の敬度な外観｣49) を示していなけれ

ばならない｡

こうした楽園の構築は,神を求める心の間接的表現であろう｡ ｢かつて揺ぎなき岩｣,

今や ｢朽ち果てた岩｣である彼女の民族と同様,詩人は常に神-の憧憶に駆られていた｡

｢私の民族が/.…‥東方-の恐れの声を上げ神に向って叫ぶ時/いつもいつも私の中に

その反響がする｣50) と詩人は語っている｡ この ｢神なる東方｣-の叫びゆえに,詩人は

むしろ新ロマン主義者と呼ばれるほどに豊かな空想を展開したのである｡ そして,｢空
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想の喪失化に対抗する存在｣ となった詩人には,｢そのような詩作は,あらゆる創造行

為の根底にある恩寵を施すことと同一であった｣｡51) 従って,彼女の楽園の構築は人間

において再び神聖な生を復活させようとする恩寵に満ちた努力に他ならなかった｡

詩人によれば,元来 ｢人間は太陽,月,星そして神から作られた極めて精巧な作品｣52)

であり,｢既に,地上の生活以前に/月の光輝の世界に住んでいた｡｣58)従って,神と共

存するためには,まず人間は天体との原初的な関係をもたねばならない｡実際,｢神な

る東方の人々は光輝を愛し,雲から星をっかむ｡彼らの心には天の黄金の小麦が蓄えら

れている｡｣54)詩人には,｢神の子供であった｣遠い日に,｢黄金の春の雲にぶら下がり｣,

｢天で/シーソーをした｣55) ことが回想される｡ それ故に,彼女は今や, ｢白熱の太陽

と/曙光に真紅に染まる雲流 /真赤な考薩の生命を切望する｣56)のである｡

Huizingaは,｢人間が宇宙に組み込まれているという感情は最初の最も気高い神聖

な表現を見出す｣57) と述べている｡詩人は天体に帰還することで,初めて ｢神なる東方

の最も青い空を仰ぎ見た｣のである｡Schlockerは,詩人の天体-の回帰願望は ｢彼女

の憧憶が地球に満足できなくなったことに因る｣58) と述べている｡ しかし, この場合,

｢全一世界は分裂していないのです｣59) と彼女が主張する神秘的なカバラの伝説を垣間

見ることはできないだろうか｡

人間が天体の個-と昇化する神聖な体験は,また崇高な愛によっても得られる｡愛し

合う二人は ｢黄金の塵から作られた存在｣60)である｡愛し合う二つの魂は,｢チベット

の賊雀を/相思相愛の色に織り上げる,光と光 /空遠く遥かに求め合った星たち｣61)と

うたわれている｡ こうして,天体の個になった恋人たちは,勿論,｢楽園の中に在り/

神は愛する二人の子供たちの夢をみる｣62)のである｡人間は崇高な愛によって,楽園の

中で神と共に在ることができる｡｢私たちが愛し合う時,私たちは藤色に染まります｡

……彼はアジアの空-私を連れて行ってくれます｣63) と詩人は語っている｡｢アジアの

空｣,即ち ｢神なる東方｣-と彼女を導く崇高な愛は,｢引き裂かれた天からの一滴によ

って人間の血が甘美になり,心が青色に染まる神聖な状態であり,神の行為によって人

51) Muschg,Walter:VonTraklzuBrecht.Mtinchen(R.Pieper)1961,S.117.
52) GW II,S.146.
53) GW I,S.367."DieUnvollendete"
54) GW II,S.386.

55) GW I,S.76u.107."ImAnfang"
56) GW I,S.59."K6nigswille"
57) Huizinga,Johan:Homoludens.VersucheinerBestimmungdesSpielelements
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間にもたらされるもの｣64'であるo ｢まるで芳香のように人間を訪れてくる｣この愛は･

確かに ｢Lasker-Sch也lerの詩を真珠の鎖,或いは涙の鎖となって貫ぬいている｣065'

詩人がこれほどに輝かしい楽園を構築せねばならなかった必然性は,神との原初的な

共存によってのみ救済されると信ずる彼女の敬慶さにあるであろうo ｢自らの本性から

脱け出た不安定な人間は/再び崇高な行為に収赦せねばなりません｣66' と彼女は述べて

いる｡詩人によれば,｢すべての物体は父なる神の御手に再び庇護されることを願う魂

の結晶である｡ どの魂も永遠であり,根源的永遠 (Urewigkeit)から解かれた魂は自ら

一つの枠組に収まって庇護されることを願う｣67'のであるo この信念から,｢彼女の霊は

神の霊を捜し求める｣068' ｢もはや,この地上で一人の人間として存在できない不安に駆

られた｣69'詩人は,｢神の御手の中で/輝きながら燃え尽きること｣70'を祈るのである〇

･神の御手で燃え尽きること｣は,｢エルサレムの夕暮れの色合いに燃え尽きること｣と

同様,詩人の生涯の願いであった｡｢私はいつも神を捜し当てることに懸命でしたo そし

て,時々神に出会い,永遠を捜し当てましたo これは,専ら宗教的な冒険心からです｣71'

と彼女は述懐している｡ この ｢宗教的な冒険心｣は,Werfelの ｢神の秘儀と人間の聖

性の追求.と同じものであろう｡ Lasker-Sch也lerについて,Schlockerは的確に次のよ

うに述べている｡ ｢ユダヤの民族には,恐らくキリスト教の神秘主義者の心のみが匹敵

しうる神-の強い憧憶が渦巻いている｡ 旧約聖書には,神-の熱狂的な憧憶が表わされ

ている｡そして,彼女の詩におけるほど,･こうした神に対する旧約聖書的な憧懐が強く

うたわれているものは他にない｡痛ましい神の喪失から神を賛美するために,自分が選

ばれたと彼女は感じていたのである｣｡72)

確かに,Lasker-Schtilerは神-の憧憶をうたうことを自らの詩人的使命と考えていた｡

彼女にとって,｢詩は神の傍に伏している｡ ･･･-それは選ばれた詩人の手で書かれた

気高い真理の抜粋であり,詩人が自らに引き受けた恩恵である｣｡73) この自負から,彼

女固有の ｢青い詩作｣ が始められた｡ 1910年以降に書かれた詩では,青の色彩メタフ

ァーが頻出している｡ ｢青｣は彼女において,｢広い魂の空間を開く合言葉｣74)である｡

64) GW II,S.612.
65) Kraft,Werner:ElseLasker-Schtiler:EineEinfuhrunginihrWerkundeineAus-
wahr.In:VerscholleneundVergessene･AkademiederWissenscha鮎nundLiteratur･

Wiesbaden(FranzSteiner)1951,S･12･
66) GW I,S.317."LetzterAbendim Jahr"
67) GW II,S.777･
68) GW I,S.326."Genesis"
69) GW I,S.345･"Abendzeit"
70) GW I,S.338･"Gebet"
71) GW II,S.740･
72) Schlocker,Georges:a･a･〇･,S･349･
73) GW II,S.778･
74) Schlocker,Georges:a･a･〇･,S･348･
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例えば,｢私のうたは夏の青を運んで行く｣,｢私は家に青いピアノをもっている｣,或い

は ｢天使は軽やかに青い鍵盤の上を飛び歩く｣などにおける ｢青｣は ｢楽園の神秘｣を

表わしている｡更に,｢神聖な手稿 /青い聖書｣,そして ｢神の好みの青い色｣における

｢青｣は,｢エルサレムの夕暮れの色合い｣と同様,｢神の属性｣を示している｡このよう

に,究極的に神と関係する ｢青｣の意味は,勿論 ｢永遠｣,｢救済｣,｢至福｣などのヴァリ

エーションを伴いっつ,75)Lasker-Schiilerの詩に原初の神聖な雰囲気をかもし出してい

る｡ そして,彼女の ｢青｣ の根本的意義を最も明瞭に表わしているのは,次の MafC

-の追悼文であろう｡ ｢彼は偉大な聖書の人間であり,エデンの香りを漂わせていまし

た｡彼は風景に青い影を投げかけ.‥動物たちの理解されない魂を神々しくしました｡

彼の青い魂は神の御手に帰ります｡彼ほど神を慕い柔和に措いた画家はいません｡｣76)

Lasker-Schiilerの ｢青い詩｣は Marc の ｢青い絵｣と同一の背景から作られた｡そし

て,この二人の ｢青｣はまた,｢上昇｣を目指す WerfTelの ｢髪にかすかに輝く青い光

の巣｣77) と全く同じものであった｡

この ｢青い詩｣は,特徴的なことに殆ど二行詩節の形式で書かれている｡ その場合,

各詩行は短く,従って詩節は呼吸の長さに等しくなっている｡ ｢人間の呼吸に神の息吹

きが生まれる｣78)とうたったのは Werfelであるが,詩節が一呼吸に凝集されることに

より,詩全体に ｢独特で自由に語りかけてくる旋律の絶え間ない流れ｣ が生じている｡

祈りにも似たその旋律は,｢詩人の視的及び体験的空間に向って, まるで失われた楽園

から訪れるようにやって来て,彼女の激情的に動かされた知覚衝動に啓示された院想芸

術の名称を与えている｣ ｡79)実際,｢形式を魂の手,魂の翼で書く｣80)Lasker-Schiilerの

詩において,｢言葉は到る所に存在し,到る所から訪れて来る｡｣自ら述べているように,

75) 例えば Schlockef,GeofgeS:a･a.0.,S.348では,"BlauistdieAuskleidungdes

G6ttlichen,blauistdasAttributh6chstenGlticksundinnigsterErhebung･" また,

Polit2:er,Hein2::ElseLasker-Schiiler･In:Expressionis血usalsLiteratur･Hrsg･vonWolf-
gangRothe.Bernu･M血chen(FfanCke)1969,S.217では,"‥.sosuchtesiedock

diesesgeheimeWoft‥.indefHeimatihfeSGlaubens...Yondef,blauenAllmacht̀
sprichtsicschonineinemfrtihenGedichtaus,)DersiebenteTag(I,wobeidieFarbedie
Omnipoten2:Jehovahs,ihresGottes,bedeutete.EinsospatesGedichtwie,Meinblaues
Klavier'machtesdeutlich,dansiemitFarbeBlau2:uihrenUrspriingen2:urtickstrebte,
danesftirsicbeinaheein Synonymfiir,hebraisch̀ war."更に,Weissenberger,Klaus.･

ZwischenSteinundStern.Bernu.Mtinchen(Francke)1976,S.101では,"MitBlau

wi一d.‥immefaufdensplfltuellenAspektGottesvefWiesen,aufseinenZustanddef
●●

totalenTfanSZendiefung."
76) GW I,S.270."FfanZMafC"
77) Werfel,Fran2::DaslyrischeWerk.FrankfurtamMain(S.Fischer)1967,S.377.
"Elevation"

78) ibid.S.141."LachelnAtmenSchreiten"
79) DD,S.607.
80) GW II,S.370.
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詩人は ｢そのような言葉を受胎し,院想に耽っている｣｡81)まさに,｢青い二行詩｣の中

で,彼女は神と語り合っていたのである｡

思えば,Lasker-Schtilerの詩は生の困苦をうたい始めて以来,愛の燃え盛る炎をくぐ

り,空想のマニエリスム的遊戯を経て,彼女の血を潮る遠い旧約聖書の世界に辿り着き,

神を求めて青い楽園を構築するに至る迄と,何と造かな流浪を強いられたことであろう｡

彼女の詩は形式的にも,初期の力強い大胆な表現から,軽快なマニエリスムの手法を経

て,沈着の二行詩に至る迄,目まぐるしい変化を示している｡ この ｢アラベスクのよう

な変化｣82)は,｢追放された人間｣ として絶えず神の領国を尋ね歩いた詩人の苦心の跡

であろうか｡｢神なる東方｣-の憧憶を唯一の目的として,終末的時代を生き抜いた彼

女は,表現主義の詩人たちの中でも固有の存在であった｡即ち,Heym は ｢外界の鏡｣

となって崩壊した現実になおも踏み留まり,その実相を措くことを自らの詩人的使命と

考えた｡Stadlerは燃える勇気と希望,人間-の愛をもって現実世界と格闘した｡ また,

vanHoddisと Lichtenstein は共に現実からの逃避を願望しつつ,前者は虚無感の内

向が自己拡散を招くという悲惨な結果に終り,後者は ｢自己の悲哀を玩ぶ道化｣を演じ

なければならなかった｡Lasker-Schtilerはこれらの詩人とは全く異なる道を歩いた.

成程,神の庇護を唯一の救済と信じる詩人は,その敬慶さにおいて Werfelと類似して

いる｡しかし,詩の表現形式の配慮された精巧さにおいて,彼女は彼を遥かに凌駕して

いる｡即ち,Werfelは言葉や形式-の関心よりも宗教的使命を優先させ,そのために

文学を神学化したと非難されている｡83) しかし,｢形象の中に再び呼吸する｣84)Lasker-

Schiilerは,｢言語創造の透明な圏内での,同時に言葉を受胎する魔圏での視霊者｣ で

あり,まさに ｢イスラエルの Sappho｣85)であった｡Muschgは,詩人における表現主

義的な出発を空想の新しい自由性に認めている｡多彩な遊戯と｢神なる東方｣の志向に

展開された豊かな空想こそは,Lasker-Schdlerが表現主義の文学に加えることのできた

不滅の本質的な貢献であろう｡そして,神を求める ｢青い詩作｣は,｢地上の苦悩から,

自己の手を天-と伸ばした者たち｣86)の一人として,詩人が表現主義の時代に呈示した

一つの希望の構図であった｡

81) GW II,S.386f.
82) DD,S.607.
83) Vgl.dazuThomke,Hellmut:HymnischeDichtungimExpressionismus･Bernu.
Mtinchen(Francke)1972,S.302.
84) GW II,S.357.
85) DD,S.565.
86) Pinthus,Kurt:a.a.0.,S.30.
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ElseLasker-SchiilefSLyrik

SANAE Ux.yo

DasSchicksalderExpressionistenwirdallgemeinfolgendermafSendarge-

stellt:ihrSchicksalwares,1m furchtbarenBewuL3tseindesUntergangs

inmitteneinefahnungslosen,ho触ungslosenMenschheitZuleben･Schon
vor1910warsichLasker-Sch也lerdiesesdunklenSchicksalsbewuL3t.In

ihrenfr也henGedichtenwurdenpessimistischeThemenbehandelt,2･B･
Weltende,Weltlosigkeit,1ebensangstundHilflosigkeit.Diesewafenjadas
GrundthemadesExpressionismus,undsicwurdenspaterbeiHeym,Van

HoddisundlichtensteinimmeflautefVOfgetfagen･

DabeiisteseineintefeSSanteFfage,WュesュeihfeZeitdufChstehenund
ihreirdischeQualtLberwindenkonnten.Schonfrahw也nschtedieDich-

terin,ihrerhoffnungslosenWeltzuentfliehen.BeiihrererstenWeltflucht

vefSenktsュesickindasliebesspiel,dasden ZustanddefEkstasedient,
indersicdenWeltschmerZfurAugenblickevergessenkann･IndenGe-

dichten,dieindefefStenGedichtsammlungHStyxHenthaltensin°,handelt
essichhauptsachlichumLebensfulle,VitalitatundexaltiertenErotismus･
DoftentStehendiestilistischenKonsequenZendefVitalistischenGfund-

thematik,2･B･dieZerschlagunggewohnterSat2-undBildformen,undbliche

ZusammensetZungenundNeologlSmen,dieBevorZugungVOnPluralfor-
●

men,hau丘gerGebrauchvonaktivenundhyperbolischenFormenunddie
hoheBewegungslntenSitat,dievonderVorliebefurdasPart121PPrasens

● ●●

undvomGebrauchdesVerbsausgeht･AuL3erdembestatigenSynasthesien
undPefSOni丘kationendieSinnlichkeitinihfenGedichten.Dasvitalistische

Pathos,dasauchbeiHeymundStadlerofterkennbarist,bildetbeiLasker-
SchdlereinenKontrastZuihrenverZWeifeltenKlagen･

ImGrundefunktionierteaberdasI･JiebesspielalseineSelbsttauschung;

deshalbhieltsicesbaldfareinensandigenVersuch･DieMiBachtungaller

fealenBeZugeim efStenVefSuCh,dessenfadikaleDynamisierungund

Hyperbolikdeutlichhervortreten,fdhrtZurRegressionineinephantastische
marchenhafteWelt.BeimZWeitenWeltfluchtversuchvertieftsichdieDich-

terinindiePhantastikdesVersteckspiels,desTrickspielsunddesSchau-

spiels,dienachA･KochdeutlichmaniefistischeStilelementeZelgen･Das
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VersteckspiellaLStsicindieKindheitfliehen･DasTrickspielkannunser

alltaglichesLebendurchMagleineinetraumhafteWeltverandern･Und

dasSchauspielkannsieundihreFreundedutchMaskierunglnandere

Menschenverwandeln･DiesedreiSpielebewirkendieunrealistischemar-

chenhafteAtmosphareinLasker-SchdlersGedichten･UnterHVersteckspielH
verstehtmandieunlogischeAussageoderdenuniversalenGesichtspunkt

derDichterin.Sichatesnieverstanden,dasKindseinzu也berwinden,also

im 也blichenSinneerwachsenzuwerden･Im Zusammenhangnitden

VersteckspieltrittdasSchauspielauf･Siemaskiertsi°hals"Jussuf"oder
"Tino"usw.,undsieverwandeltauchihreFreundeinandereMenschen.

Diese'manieristischenSpieleerschaffenihreineneueWelt,diegang

andersalsihrerealeUmgebungaussieht･Abetsュehe脆nihrbe主derWelt-

fluchtnichtsosehr,wiesiceserwartethatte,obwohlsicwdnscht,daLSsic

si°hnitdenSpielenrettenkbnne･SichatimmereinegrundloseAngst,
vonder"selbstderrohesteMenschbewegtwird".Sicfuhltsi°h"zwischen

grauerNachtderUrangst"liegen･BeiihrhangtjedochdieUrangsteng
mitihrer匝dischenAbstammungzusammen･Sichat"dasm也deBlutver-

bannterJahrtausendeundgreiserKrankungenH,alsoidenti丘Ziertsicihre
qualundAngstmュtdentraurigenSchicksalihresYolks.DieLebensangst

stelgtinderDichterinsoschrecklichauf,da月dasSpielalsMittelZuf
Weltfluchtihrnichtmehrhilft･FolglichentschlieLStsicsi°h,"lndasGren-

zenlose,Ihrwartszuentfliehen".Das"GrenzenloseHund"IhrwartsHbe-

deutendenUfSprungihresLebens,derinihrenGedichtendreiAspekte
zeigt;erstenswirderals"dasuralteJehovagebein"aufgefaL3t,ZWeitensals

Jerusalem,indessen"AbendfarbenihreSeelevergluht",undzuletztals
ihreimaglnareHeimatAgypten,wobeialledreibemerkenswerterweisenit
den AltenTestamentzusammenhangep･ApLSerdem erinnertsicsi°han

dieUrzeit,d.h.andiebiblischeZeit,diesュe∀ofihremirdischenLeben

verbrachthat･Esistklaf,dafisュesickalsihfenUrspfungdiebiblische
WeltvofStellt,woderMenschsickalsGotteskindunterGottesSchutZ

stellenkonnte･UnddieseUfSprungSWeltverbindetsickbe主ihrmュtden

Pafadies,Wosieschoneinmal∀ofdenLebenwohnte.

Siefuhltsi°halsAusgestoLSene,die"ausdemRosenparadiesvertrieben
wird"undjetzt"allerlanden"einParadiessucht･WahrendsicihreUr-

SprungsstadtJerusalemgumAuferstehenermahnte,versuchtesicsehnlich

dasParadieswiederZubauen,WodasGleichgewichtZWischenGottund

denMenschennochfesterhaltenistundunsdasUrlicht,dasinnlgeGesicht
●
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desUrsprungsblendet･DieseErbauungdesParadiesesentsprichtden

SchreiihresYolksgegenHGottostH,wassiefolgendermaLSendarstellt;

"immernochderWiderha11月nmir,/WennschauerlichgenOst/Mein

Yolk/ZuGottschreit"･IhreDichtung,inderdashimmlischeParadies
geprleSenWird,bedeutetfursieeineBegnadung,dieallemsch6pferischen
でunZugrundeliegt･ZurErscha乱ngdesParadieseswerdenZWeiMittel

gebraucht:dieRdckkehrdesMenschenindenKosmosunddieedleLiebe･

DerMenschistihrerMeinungnachdasfeinsteWerkausSonne,Mondund

Sternen･DerMenschwohntealseinHimmelsk6rpereinstvordemErden-

1ebennahederLeuchtweltdesMonds･.Sicglaubt,dafSderMenschwieder
Gotteskindwerdenkann,wennerindenhohen~HimmelZur也ckkehrt.Und

derMenschkannauchddrchdieedleLiebeindenHimmelfahren,alsoin

dasParadieskommen･DieseLiebeistihrerMeinungmacheinZustand,in
denmandurchhimmlischeGeschehnisseversetZtWi一d,d.h.einYonaller-

hbchstenH6hengeweihterZustand･SolcheLiebegeleitetsic‖indenHim-
melAsiens,denblauestenHimmeldesGottostesH.

DieDichterinerschufdasParadies,VeilsュeeineverzehrendeSehnsucht
nachGotthatte.IhreGedichtekommenunsalsowiedasverloreneParadies

entgegen･SicmachteihreGedichtegotternstundsanft,derenHauptmotiv
dieinbriinstlgeGiernachdenGeborgenseininderGotteshandwar･Sic

schlagtvor,daLSderMenschsichwiederinh6heremGeschehensammeln

solle･InihrenspaterenGedichtenistdasGrundthemadieGottespreisung

undGottessehnsucht,undeskommtdorthau丘gdieAnredeanGottvor･

Sicgesteht,daLSsicsi°hstetsbefleiLSigthabe,nachGottZugraben,und

daLSsicnachdemEwigengegrabenhabeausreligi6serAbenteuerlust･

Im GottesgedichtwirdBlaualsFarbsymbolauffallendoftgebraucht･

DabeiwirktBlaualsihrLosungswort,dasweiteSeelenraume6ffnet･Es

bedeutetdieAuskleidungdesG6ttlichenundruftdiemystischeAtmoI

spharederparadiesischenWelthervor･AuLSerdemstimmtdiefarihreGe-

dichtetypischeStrophenfbrm desZwei-ZeilerssogutZum Grundthema

derGottesverehrung,wュedasFarbsymboldesBlaus･DieStrophe,die乱us
ZWeikurzenZeilenbesteht,kannmanineinemAtemZugVOrlesen･Indieser

atemhaftenununtergebrochenenMelodicentstehtdasg6ttlicheGeschehnis,
dassicunaufh6rlichsuchte.

WieWerfel,indessenGedichtenessichauchum dieGottespreisung

undFr6mmigkeitdesMenschenhandelt,haltLasker-SchiilerdieWiederer-

bauungdesverlorenenParadieses触 dieAu短abederDichter･ZurPreisung
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GottesausbittererVerlorenheitfuhltesicsichauserwahlt.AnThematikist

WerfelZWaram naChstenmitLasker-Schulerverwandt,anstilistischem

Rafflnementaberstanderihrnach･Sic,alseineSappho,wardocheiner

dergr6fStenDichterdesExpressionismus･Sichieltihreein21gartlgeDich-

tungsartdutch,diesi°hYonderihrerZeitgenossenunterschied;Heym
Z･B･alsHderSpiegeldesAuBenHschildertekonsequentdenSchattendes

menschlichenLebensamWeltende･UndvanHoddisZelgtedieabsurden

TendenZen,dieihnZurtragischenSelbstZerStbrungfiihrten･Lichtensteln,

deralsVirtuoseimFachdertragischenGroteskeabschatzlgetikettiertwird,
sahdenkommendenUntergangderWeltvoraus･Stadlerhattestetsnit

seinemwirklichenLebenZutunundrangnitseinerirdischenqual.Und

Lasker-SchdlerstreckteausirdischerQualihreHandeindenHimmel,damit

sュeeinenEntwurfihrerHo血･ungenZelgenkonnte･


